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尾道歩きパー ト5  屁道対岸「向島療吉周辺Jを歩く

日本遺産になつた古き町尾道風景と「尾道水道の空気と光景。そして山の縁、

波、風、香り」などを感じながら、向島兼吉の「ぶら探訪」を楽しみましょう。

【探訪地・見学コース】

① 海岸を通り兼吉渡場へ  ②ロケセツト「待含所」 ③「ろ」の建物

④文殊菩薩堂  ⑤龍王出 (兼吉の丘)・ 尾道水道の風景  ⑥地蔵堂と丼戸

①兼吉の町歩き。向島捕虜収容所跡の碑・入川と東西橋  ③亀出八幡神社と

石造物など  ◎除虫菊神社  ①御綱石  鮨間の関係で「厳島神社Jは見て通過)
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(現在の尾道駅前風景と昭Tl1 20年代末の写真とLヒベてその変貌を感じて下さい )

昭和 20年代末頃の尾道駅前
「なぎさの女神像」が駅前の象徴だった

前回のぶら探訪尾道パート4で見た駅前の

風景。
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写真は「郷土写真家 土本壽美写真展」よづ転載l

昭和 2809年 頃の駅前風景 看板やオー ト三輪、バス、車に注目
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尾道水道と市役所方向の風景。
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分かれ道に出た。在の道が兼吉の大通りで、右が苦
の田舎道であった。今は道も広<変わつている。 この家は以前からあった昔ながらの大き

な家屋である。
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告』里傷雰霧露馴 総

「後藤飲料水工業所」音のまま残っている。 懐
かしい「ラムネ0サイダー」や「ミルクセーキ」を3
も製造・販売している。

P12の資料を参照
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レンガ造りの「1日 向島紡績工場跡」にある記念
碑。現在はスーバーなどの大型店舗となつて
いる。 この碑は「向島捕虜収容所」として戦
時中約200名あまり収容され造船所で働いて
いた。終戦後、すぐにノヽラシユートで捕虜に向
けて食糧などが投下され、そのぜいた<品に
日本人はうらやましがつた。
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ここから入つて行く。鳥居には「明治丁未」
とある。 これは「明治40年」である。

樹本に隠れている「日露戦役記念碑」を見る。
海軍大将安保清種謹書とある。

奥に行くと立派な「忠魂碑」があり、大
切に守られている。

「征清凱旋碑」があり「明治二十九年
九月建立」とある。

「北清事憂戦役凱旋紀念碑」 元帥出縣有朋
とあり「明治三十五年五月建之」で発起人と
凱旋者の名前が亥」まれている。
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要福地」と

拝殿前にある「叉石」(?)を見る。 「頭取 朝日
方 叉石」とあり「吉原恒平」の名前が亥」まれてい
ろ
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亀森八幡神社の境内入り□。「縣社八幡
神社」の標柱がつも建てられている.0召
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能舞台がある。 奥にあるのが「稲荷社」である。

拝殿横の境内社を見る。

阿形の狛犬を見る。

拝殿を見る。
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不□船の「櫓」が奉献されている。平成
二十四年一月二十七日と新しい。



式家神社。 こちらは「高良神社」。 ここを上がつ
て行<と除虫菊神社がある。「八1番宮オハキ神事」の説明板。 尾

道市の無形文化財指定になつている。
(詳細は読んでください)

向こうに見えるのが「除虫菊神社」である。
在が除虫菊神社とある標示柱である。

鳥居の柱には「昭和三十五年十二月建之」
の亥」銘があった。

酢瓶を切つて燈籠にしている。これは
面白い。
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除虫菊神社の社殿. 千光寺公園に上出

発〒鵬凩腱騨魏覇階夢
碧磯 響饗聖鴨鶉
ったから舟を繋いだ石であろうか。

東富浜の「厳島神社」

(こ こは時間があれば探訪しますが、

予定では眺めながら通通する予定です)

違
う
職畿 健異墓妥壼遷麟

である。

境内には狛犬が乗つている手洗鉢がある。
これには「天保六乙未十二月」とある。 後
方の常夜燈には「文化三丙寅歳九月 富島
元俊」とある。

帰る途中に見えた「常夜灯」 金刀比羅宮′
とあり「明治十二年十月」とある。

厳島神社の狛犬. 台座に天保季歳□
□□秋九月」とあつた。 また「松浦屋
儀十郎 蔦屋権七」の名もある。
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響かしし`昔の写真

嘉
は「住友銀行の (行)である」 手をふている
のは女子銀行員である。

日立造船向島工場 [西工場]の空中写
真 (昭Tl143年 以降) 造船が盛んな頃の向島西工場。

日立造船向島工場[西]の最後の進水
式〈昭不B53年 6月 20日 ) 昭和17年の兼吉道路が拡張された風景.

経
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日立造船向島東工場。現在は看板あたりに尾
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対岸の尾道駅前市街地から見た小歌島

F需尊鍵∬彗7嘉事b

小歌島の風景

(右側の建物は美ノ郷村役場として移築される。

現在は藤丼川公民館として使われている)

尾道……セビア色の記録より転載-7-

賑わう兼吉渡し場の風景 (昭和20年代)

左上の写真をよ<わかるようにもう一度掲載 (昭和 30年代頃か ?)



資料 (A)

天春の石垣

対岸の向島側から見る尾道市街の風景は、今まで歩き見てきた街並みとは違っ

た印象深い光景に魅せられる。その中で千光寺道にひときわ目立つ端麗で立派

な石垣が見える。

また「御袖天満官」の石垣も素晴らしく尾道石工の優れた技を見ることがで

きる。

その中で住宅に築かれた石垣として「天野春吉の邸宅跡の石垣」(通称天春の石

垣)はその代表的な石積みとして有名である。

高さ「約 15m」 、長さ「約 40m」 もある。この石垣はかつて乾物屋を営み、

大陸にも広大な農園を所有していた天野春吉が千光寺山の石を切り出し私財を

投じて築かせたものである。石垣の北端に大正 15年 1月 に建之された天野春吉

の「頌徳碑」がある。それは天野春吉が石垣を築いた後の大正 6年～10年にか

けて、人が一人しか通ることができなかつた谷道に「千光寺新道」を設け、防

火のため貯水槽二基を建造したその功績を讃え住職や商家の六人が発起人と建

てたものである。

またそばに小さな碑がある。この碑には大正 15年に天野春吉によつて道路整

備がなされ共用水栓二基が寄贈されていることが刻まれている。

千光寺道を上がつて行く時には、あの石垣とともにこうした碑にも注目して

見よう。

ヨ1用・参考資料(郷土の石ぶみ 出陽日日新聞社)

赤 レンガの捕虜収容所跡の記念碑

向島町 と向東町の境の入 り川のそばに (向 島町側)に赤 レンガの向島紡績工

場が数年前にはのこぎり型のレンガエ場があつた。今は取 り壊 されスーパーな

どの敷地になっているが ドラッグス トアー側にレンガ壁の一部が残 され、この

壁に金属製のプレー トの記念碑が取 り付けられている。

記念碑には次のように表示 されている (英文でも) 「1942年 11月 イギリス軍

捕虜 100名イン ドネシアより移送される。病気などで 23名 が死亡。 1944年 9

月アメリカ軍捕虜 116名 フィリピンより移送 される。 1945年 8月 終戦。

翌 9月 捕虜 193名 解放 される」とあ り『世界の恒久平和を願い』この史実を記

す。2002年 3月 (日 英友好のモニュメン トを建てる会)と 書かれている。

【その時の参考資料として出陽日日新間の記事を転載しています】
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今は当時の赤 レンガエ場が取 り壊 され当時の面影を感 じることができないのが

残念である。

レンガエ場のレンガはイギ リス製でイギリスから軍艦で運んできたのではな

いかといわれている。 レンガエ場は大正七年に建設 され、当時は松本帆布工

場あつた。 レンガエ場は向島紡績工場 として長年操業 されてお り、戦時中は

捕虜収容所 としても使われていて、捕虜たちは造船所などで働かされていた。

だが、終戦にな り状況は一変 した。「終戦翌 日から突然飛行機が来て空からパ

ラシュー トで何か落 として行つた。子供たちが珍 しがつて落下地点へ行 こうと

すると大入達が制止 した。それは向島の紡績工場の捕虜達への物資だつたそ う

で、当日朝関係 自治体から住民へ『 関係の者が取 りにゆくまで触 らないように』

連絡があった。 実際に見せてもらつた人の話によれば、箱の中には服や食料

が詰めてあり、パラシュー トをもらつた人もいたようで、このパラシュー トも

ロープも丈夫で色々なものに使えて後に大変重宝 したそ うだ。 このパラシュ

ー ト作戦はその後、向島を離れるまで一週間続いて終わつた」と書かれている。

(歴史ジヤーナル NPO法人尾道文化財研究所)この話は年配の人から、当時は貴重で贅沢

であつた「チヨコレートや肉の缶詰などが入つていてうらやまし<て仕方がなかつた」と聞いて

いる。

資料 (3)向
島の農業 口工業について (おまけの短い資料)

向島は島なので田地はほとんどな<段々畑が中l卜で、以前は甘藷(サツマイモ)と麦を中

心とした農業であつた。除虫菊がダメになるとかんきつ類が中心を占め、五月末～6月初め

には金島が蜜柑の花の香りに包まれ気持ちのよい季節に心が和んだものであつた。またワ

ケギや洋ラン、カーネーシ∃ンなどの花斉類などが栽培されていた。平地は海面の干拓・

埋め立てによつて塩田が広がつていたが、それもダメになつた。戦前はイモが中心であつ

たから農村工業ではでんぶん工場が多<見られた。または帆布工場も向島の特徴的な産業

であった。近代的な工業としては造船業である。造船と云えば「日立造船」であるが、前

身は大正三年向島住人水野常吉水野船渠造船所に始まる。大正七年に向島船渠になり、の

ちに大阪鐵工所が買収し昭和 15年旧尾道船渠を買い取り西工場として設備を拡張した。昭

和 18年には大阪鐵工所は日立造船株式会社と社名とを変えた。

西工場は呉海軍工廠の分工場に指定され、戦車接岸上陸用の二等輸送艦 (SB艇)の建

造専門工場になつた。昭利 20年には海防艇丁型の建造をしたが三隻を建造中に敗戦となつ

た。現在日立造船西工場ではOo・を建造していない。

なお、兼吉の市街地を歩<と懐かしいラムネ・サイダーやミルクセーキを3も製造して

いる「後藤飲料水工業所」がある。向島の清涼飲料水は「大正 12年、坂丼某が向島江奥に

於いてラムネ、サイダー製造に富つたのが始めであるが、日下は閉止して、同村兼吉三OI

目後藤清涼飲料水製造所が出来、ラムネ、サイダーに力0ふるにシロップ製造を行ひ、島内

は勿論、尾道、三原地方に多数の販路を占め、斯業の進展性見せてゐる」とある。

31用及び参考文献  「備後向嶋岩子島史 菅原 守編纂 昭Tll十三年」)
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資料(C)

除虫菊について

以前、会報にて「除虫菊と除虫菊神社」について書いているが、今回のぶら

探訪で「除虫菊神社」にも行くので再度簡単に紹介します。

除虫菊は明治初期にアメリカから導入され上山英一郎によつて栽培指導が行

われた。本格的な除虫菊導入に尽力したのは向島西村の藤田歳太郎である。藤

田は「岸植栽培」を提唱した。それは畑の岸とか畦畔に除虫菊を植える栽培方

法である。そのことによつて「仮令価格が低廉ナル時期二遭遇スルモ経済上損

失ナカラシメンコトフ期シ」『広島県史』近代二)たからであるが、明治 32～ 33

年ごろには価格が暴落し栽培地が減少するなど、除虫菊栽培の停滞状況が続い

ていた。こうした状況から抜け出しはじめたのは日露戦争が契機になった。

各師団からの除虫菊の注文が相次ぎ、除虫菊価格が急騰したためで栽培が急

増した。また上山英一郎が渦巻型線香を考案したことなどが除虫菊生産に刺激

を与えた。さらに、明治 40年 ごろから海外輸出が本格化し、とくに第一次世界

大戦期の欧州産の除虫菊の衰退によってわが国の除虫菊の輸出はアメリカを中

心に急増した。こうしたなかで広島県の除虫菊生産も急発展を遂げ大正六年に

は有力産地の和歌山県を抜いた。この結果、北海道を除き西日本では最大の生

産県に成長した。県内では向島をはじめ因島や豊田郡高根島村など瀬戸内海島

嶼部が除虫菊の主産地となった。この要因には自然的・地質的条件が栽培に適

していたからでもある。向島では秋期に苗床を播種し、翌春の三、四月ごろに

幼苗を仮植床に移植して養成し、秋に甘藷を収穫した跡地に定植し、三年目の

五、六月ごろに収穫するという方法が一般的にとられていたという。

向島西村には 11人の産地商人 (仲買・問屋)が存在していた。除虫菊の乾花

はこうした生産地の商人が出荷し尾道の除虫菊問屋に引き取られ阪神や和歌山

地方の貿易・製造業者に販売されていた。

除虫菊は太平洋戦争期には一転して後退していつた。それは食糧増産によつ

て作付が急減したのである。戦後、朝鮮戦争による需要で一時復活したが化学

製品によつて天然成分の除虫菊の需要がなくなり島々で栽培は終わつた。かつ

て初夏五月に島々の段々畑を自く彩っていたあの光景は見られなくなつてしま

つた。今は観光用に一部の地域で植えられているだけである。 (干光寺の尾道市立

美術館の下斜面には植えられているから初夏には鑑賞できる)

【31用、及び参者資料「向島811史 広島県史 歴史ジャーナlb(NPO法人尾道文化財研究所)」

-10-



資料 (D)

小歌島 (岡島城跡について)

向島には「岡島城跡・亀山城跡・丸山城跡・余崎城跡」の四か所の城跡が所在」とある。

立地状況からみて水軍にかかわる城として築かれたものと推定できる。岡島城跡は尾道水道

に向かつて突出した標高 26mの独立丘陵に郭が配されている。昭和のはじめから公園造成

工事や埋め立て工事・宅地化などによつて、周囲はかなり破壊をうけているが、丘陵頂部の

中心の廓とそれを取り囲む郭 (帯郭)、 西側と北側の海に面した部分のやや小さな郭の四つ

の郭が残つている。伝承によれば毛利氏の配下であつた三島村上氏が 16世紀後半に居城し

ていたという。「向島町史 通史編 (平成 12年 )」

現在は畑になつており、昭和の初期にはここで博覧会が開催されたこともある。だが現在

は畑となっていて何もない。また私有地であるため入つて確認することができないのが残念

である。 (立ち入り禁止の看板が立てられている。)~~    
「図は向島田史・通史編より転載」(平成 12年発行)

備
後
向
島
岩
子
島
史

籠
和
士
一年
）

●
渡。
場。
地．
藤

、
金。
石．
静

藤

乗
吉
渡
し
場
に
同
所
に
二
堂
が
あ
る
、
堂
も
檜
木
造
り
、
棟
瓦
に
菊
花
御
紋
章
八
個
を
配
し
、
形
順
る
優
雅
で
あ
る
も
の
に
石
大
師
奪
を
安

置
せ
ら
れ
、
今

一
つ
の
堂
は
地
蔵
木
佛
を
安
最
せ
ら
れ
た
二
間
四
方
の
建
物
で
頗
る
粗
末
で
あ
る
が
、
三
十
餘
年
前
，
後
方
の
上
崩
れ
の
篤
建

物
全
潰
以
前
は
之
も
総
檜
木
造
り
で
古
雅
と
密
緻
の
彫
刻
に
誰
人
も

一
驚
せ
ら
れ
、
明
治
初
年
頃
専
門
家
が
新
築
に
三
千
回
以
上
を
要
し
た
も

の
と
云
は
れ
て
ゐ
た
。
此
の
二
堂
は
元
紳
富
寺
の
末
寺
と
な
つ
て
ゐ
た
。
明
治
中
年
頃
迄
は
堂
守
も
居
り
、
制
度
屋
屋
敷
が
隣
り
で
境
内

一
段

餘
畝
に
及
び
「
齢
千
年
．
方

一
町
に
薇
ひ
疲
が
つ
た
紳
松
を
始
め
大
樹
敷
本
立
並
び
。
共
下
に
義
清
水
渡
々
と
湧
き
出
づ
る
井
水
が
あ
り
，
磯

邊
に
接
し
て
あ
る
に
罹
ら
す
淡
水
満
ち
て
柄
杓
を
以
て
汲
み
呑
み
が
出
来
、
住
民
は
勿
論
、
尾
道
通
移
の
人
々
も
必
ず
此
鹿
に
喉
を
潤
す
と
い

ふ
電
水
、
活
人
等
は
今
も
此
の
人
の
美
味
は
忘
れ
ら
れ
ぬ
と
云
つ
て
層
る
。
典
の
側
に
乗
古
の
地
名
が
趣
っ
た
金
石
即
ち
購
石
が
あ
っ
た
。

天
保
年
間
、
此
の
地
先
が
埋
立
て
ら
れ
現
在
の
如
く
海
岸
迄
約

一
町
餘
と
な
り
。
人
家
密
周
せ
ら
れ
、
全
く
気
付
か
ぎ
る
様
に
な
つ
て
み
る

が
吉
原
文
書
に
よ
る
と
、
之
が
毎
年
の
祭
事
は
五
日
乃
至
七
日
間
賑
々
数
執
行
は
れ
、
雑
脊
に
雑
脊
を
重
ね
る
の
で
、
祭
事
取
き
め
に
随
分
心

配
せ
ら
れ
た
書
類
が
数
通
あ
る
。
そ
し
て
常
日
は
庄
屋
、
組
頭
絶
出
は
勿
論
、
人
を
制
す
る
警
人
多
数
を
配
し
て
混
雑
を
制
し
ぃ
恰
も
近
郷

一

帯
の
大
祭
事
の
様
で
あ
つ
た
事
が
伺
は
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‥

資料 (E) 図2-2-25 岡島城跡略図 (F広島県中世城

館逮跡総合調査報告書1第 3

集,1995よ り)

明治後期の小数島付近

… 11-

向島oI史ょり転載
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徐白があるので)資料を追加
審
の

伊能忠敬は松永湾沿岸の村々～尾道～  慕

向島・ 岩子島などの島を文化三年二月  宅

に測量しているので紹介します。     響
(文中の人物名は長<なるので人名の多<   

轟
|

を省略している)               意 、
『伊能忠敬測量日記』の『第五次測量  有

・

日記』の中に次のような記述がある。  見|

「文化三年二月五日 曇天。朝六ッ前、   な |

藤江村より手分け……戸崎、東の岬より  葬 :

浦崎塩浜後まで測る。にわかに西大風に  与

`
成り、測量いたし兼ね、陸を藤江村へ帰る。果 4

……明六日、浦崎塩浜より金見村、柳津村 轟 1

まで測量成さしむ。……金見、柳津村界  菌 ζ

より尾道地先入□迄測る。……・同(二月) で 1

六日朝より曇天。……尾道入り□より三原 奮 〔

領木原村まで測る。当尾道街道へ三ヶ所    菩 岡 俗
繋ぐ。……賀島を測る。また向島の中を   裟 禁 苓
測る。坂部、稲生、浅五郎、丈助、浦崎   写 業 握
塩浜より金見村、柳津村境まで測る。     鑑 留 遮
ノヽッ頃尾道駅へ着く。…・同 (二月)七日   懸 倉 鰹
朝より3青天。高橋、下河辺、浅五郎、栄次   鬼 埼 色
惣兵衛、向島より東村、西村の内余先浜迄   ム 蔦 宅
測る。……蛇 (クチナハジマ)より初め   ギ p壁測る。……蛇(クチナハジマ)より初め   f
西村の内余先浜にて含測。……西村内島崎  管

尾道天満屋冶兵衛別荘へ着て止宿。家作広< ぶ
庭園大いに景色よし。此の夜晴天、測量。   ■

高こ ぷ バ百

｀

LIち :事通

:蔦
濃、

い

石己西村

玄 に 門
~~森

惨堂裁亀場し灘 め 基師失場渡

宇島崎出立。……鰯島一周を測る。

……大鯨島、小鯨、大細島、小細島を測る。…………(以下略)

出典 (「 しまなみ人物伝 村上 貢 海文堂」より「第一部 伊能忠敬～尾道周辺の演」量」から転載。

兼
吉
渡
船

(趾 城)景 全 島 歌 小

向嶋岩子島史 -14- 昭和初期の兼吉渡船の風景  向島町史
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大正末期の尾道風景

大正末年の尾道港 大阪商船が寄港してぃる

移・讐番

轟

中

| 大正末年の尾道

WVhole View Onomichi.
同 尾道港の中部―土堂から住吉浜 右後方に天寧寺の塔

(四 其) 景 全 港 道 尾

尾道商工会議所百年史 より転載)

-17-

(「瀬戸内の港町の歩みのあと」
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